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第1章 調査概要 

1.1 調査目的 

一般消費者に対して、現在のエコマークの認知度、イメージや消費意識、期

待度、要望等を調査し、エコマークの今後の事業推進の指針とすることを目的と

する。 

調査設計にあたっては、消費者の環境意識、環境配慮の取組状況等を鑑み、

エコマークの企画、戦略のための考察に活用できるものとする。 

 

1.2 調査実施方法 

1.2.1 調査手法 

インターネットアンケート調査（電子メールによる調査協力依頼） 

 

1.2.2 調査地域及び対象者 

全国の 20 歳以上 70 歳未満の男女 

 

1.2.3 対象者抽出方法 

抽出フレーム：ネットモニター 

（アクティブモニター120 万人、平成 27 年 1 月 31 日時点※） 

平成 22 年国勢調査に基づき推計した都道府県別・性別・年齢別

人口構成比を母集団とし、これに準拠した層化無作為抽出 

 

1.2.4 調査標本数 

5,274 サンプル 

回収サンプル内訳 

 

 

 

 

 

1.2.5 調査スケジュール 

実査日程 平成 27 年 3 月 2 日～4 日 

 

1.3 調査内容 

1.3.1 属性 

1. 性別 

2. 年齢 

3. 未既婚 

4. 同居子供末子学齢 

5. 居住商圏規模、都市規模 

 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 合計 

男性 525 527 522 530 529 2,633 

女性 532 526 525 540 518 2,641 

合計 1,057 1,053 1,047 1,070 1,047 5,274 
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1.3.2 調査項目 

(1) 属性に関する設問 

問番号 設問項目 

問 1 性別 

問 2 年齢 

問 3 未既婚 

問 3-1 同居子供末子学齢 

※ 商圏コード及び都市規模コード（モニター属性による） 

(2) 購買行動、環境配慮行動、環境ラベル等認知度に関する設問 

問番号 設問項目 

問 4 自身が商品を選んで購入する製品分野 

問 4-1 商品を購入する場所 【分野別】 

問 5 地球環境の現状や将来についての関心度 

問 6 環境に関する事柄について興味関心のある分野 

問 7 環境の保全のために取り組んでいること 

問 7-1 環境配慮行動の契機となったこと 

問 8 環境に関する用語の認知状況 

問 9 リサイクルのための識別マークの認知状況【マーク別】 

問 10 環境ラベル、マークの認知状況 【マーク別】 

問 10-1 環境ラベル、マークの認知経路 【マーク別】 

問 11 環境ラベル、マークが付いた商品のイメージ【マーク別】 

問 12 環境ラベル、マークの基準設定のイメージ 【マーク別】 

(3) エコマークに関する設問 

設問 項目 

問 13 見たことのあるエコマーク商品 

問 13-1 購入経験のあるエコマーク商品分野 

問 13-2 エコマーク商品購入時の判断材料 

問 14 エコマーク商品に対するイメージ 

問 15 エコマーク商品、サービス取扱企業のイメージ 

問 16 エコマークの適切な表示方法 

問 17 エコマーク商品購入にあたっての要望 【分野別】 

問 18 エコマーク認定サービスの認知状況 【サービス種別】 

問 18-1 エコマーク認定サービスの認知経路 【サービス種別】 

問 18-2 エコマーク認定サービスの利用意向 

問 19 今後利用してみたいエコマーク商品、サービス 

問 20 エコマーク制度についての認知状況 

問 21 エコマーク事務局が発信する情報への関心度 

問 22 エコマークが消費者にアピールすべき方策 

問 23 エコマーク事務局に対する意見・要望 
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1.3.3 集計方法等 

回答者数は、図表中「サンプル数」「n」と表記している。 

回答者数の全数は「TOTAL」と標記している（今回調査の全数は 5,274 サン

プル）。 

なお、設問の内容により、回答対象者を限定する設問があるため回答者数が

異なる場合がある。 

また、クロス集計では、分析軸の「その他」や「無回答」等を適宜省略して

いる場合があり、分析軸に用いた各サンプル数の合計値と「TOTAL」が一致し

ない場合がある。 

 

1.3.4 回答内容 

回答内容を表す図表中の数値は、特に断りのない場合、回答率（%）を表して

いる。回答率は全て小数点以下第 2 位を四捨五入し、少数第 1 位までを表示して

いる。したがって、その合計値が 100%にならない場合がある。また回答には、

単数回答と複数回答があり、複数回答の場合には、回答率の合計が 100%を超え

る場合がある。 

 

1.3.5 分析における検定 

 回答者属性等において有意に差のある場合、TOTAL との比較で 5%又は 10%

以上差がある数値に印（TOTAL より数値の高い場合○、低い場合△）をつけて

いる。 

 

1.3.6 その他 

 回答の選択肢は、表示の制限上簡略して表現している場合がある。回答の選択

肢及び設問文の内容は、第 3 章「調査票」で確認することができる。 
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第2章 調査結果 

 

2.1 回答者属性 

(1) 性別・年代 Ｑ１　性別

男性女性

不明

49.950.1

n=

5,274

(%)

 

図 1-1 性別 ＊Ｑ２　年代

２
０
代

３
０
代

４
０
代

５
０
代

６
０
代

不
明

(%)

ＴＯＴＡＬ

男性

女性

ｻﾝﾌﾟﾙ数/平均

5,274
44.8

2,633
44.8

2,641
44.7

20.0

19.9

20.1

20.0

20.0

19.9

19.9

19.8

19.9

20.3

20.1

20.4

19.9

20.1

19.6

 

図 1-2 性・年代 

(2) 未既婚 表頭：Ｑ３　未既婚

未婚

既婚

既婚（離死別）

33.4

59.9

6.7

n=

5,274

(%)

 

図 1-3 未既婚 
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(3) 同居子供末子学齢 Ｑ３－１　同居している末子の学齢【ベース：既婚者】

乳児・幼児（未就学児）

小学生

中学生

高校生

専門学校生

短大・大学生

社会人

同居している子供はいない

子供はいない

18.1

9.6

4.4

4.3
0.6

3.9

17.8

23.0

18.3

n=

3,515

(%)

 

図 1-4 同居子供末子学齢 

(4) 商圏コード 
【属性】商圏コード

東京２０ｋｍ、名古屋・大阪
２０ｋｍ

東京２０～３０ｋｍ、名古屋
・大阪２０～２５ｋｍ

東京３０～４０ｋｍ、名古屋
・大阪２５～３０ｋｍ

東京４０～５０ｋｍ、名古屋
・大阪３０～４０ｋｍ東京５０～７０ｋｍ、名古屋

・大阪４０～５０ｋｍ

その他

24.1

7.8

8.2

7.2
4.5

48.1
n=

5,274

(%)

 

図 1-5 商圏コード 

(5) 都市規模 ［属性］都市規模コード

１００万人以上

５０万人以上

３０万人以上
２０万人以上

１０万人以上

５万人以上

５万人未満

27.1

10.4

15.3
8.6

16.1

12.0

10.4

n=

5,274

(%)

 

図 1-6 都市規模 



 7 

 

2.2 基本集計結果 

2.2.1 購買行動、環境配慮行動、環境用語認知等に関する設問 

 消費者の日常の購買行動と環境配慮行動と環境ラベルの認知状況の相関性を測

るため、商品の購入状況、購入チャネルを聴取した上で、地球環境の現状や将来

についての関心度、環境に関する事象等について関心のある分野、日頃の環境保

全のための取組等について調査した。 

 環境ラベル等の認知状況については、比較的認知度の高いと考えられるラベル、

マークとエコマークとの比較を行った。加えて、各環境ラベル等の付いた商品に

対するイメージや基準設定に対するイメージについても聴取した。 

 基本集計においては、性別及び年代別に考察を実施している。 

 

(1) 自身が商品を選択し購入する商品分野 

回答者自身が商品を選択し、購入する商品分野については、「衣類・鞄」が

74.5%、「食品」73.8%、「生活消耗品」69.0%、「文具、事務用品」66.5%、

「家電」63.4%、「OA 機器」56.5%の順に高くなっている。 

基本的に各分野とも女性の方が購入率が高くなっているが、「家電」、「OA

機器」、「OA・電気機器消耗品」については、女性より男性の方が、購入率が

高くなっている。 Ｑ４　自身が商品を選んで購入するもの

0

10

20

30

40

50

60

70

80
(%)

74.5 73.8

69.0
66.5

63.4

56.5 55.3 54.2
51.6

49.1

6.5

Ｑ１　性別

5,274

2,633

2,641

ＴＯＴＡＬ    0 74.5 73.8 69.0 66.5 63.4 56.5 55.3 54.2 51.6 49.1 6.5

男性    1 58.5 57.0 48.0 54.7 66.9 69.2 30.3 62.9 29.8 37.2 9.2

女性    2 90.5 90.6 89.8 78.2 59.9 43.8 80.1 45.6 73.3 61.0 3.8

衣
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鞄

5

食
品

1

生
活
消
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品

2
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具
、
事
務
用
品

6

家
電

8

Ｏ
Ａ
機
器

9

生
活
雑
貨

3

Ｏ
Ａ
・
電
気
機
器
消
耗
品

10

イ
ン
テ
リ
ア
用
品

4

家
具

7

こ
の
中
に
は
な
い

11

n

 

図 2-1 自身が商品を選択し購入する商品分野



 8 

 

(2) 商品購入チャネル 

 日常、商品を購入する場所については、分野全体において「インターネットシ

ョップ・カタログショップ」が 31.8%、「スーパー」が 31.1%、「専門店」が

28.5%、「家電量販店」が 25.0%、「ディスカウントストア・ドラッグストア」

23.5%と続いている。 

 分野別にみると、「文具・事務用品」においては、「100 円ショップ」で購入

している人の割合が最も高く 5 割ある。「家電」、「OA 機器」、「OA 機器・

電気機器消耗品」などは、「家電量販店」に次いで「インターネットショップ、

カタログショップ」での購入が多くなっている。なお、本設問は前設問において

各商品を自身で選択し、購入する人に回答者を限定している。 
Ｑ４－１　商品購入場所【ベース：各商品購入者】

0

10

20

30

40
(%)

31.8 31.1

28.5

25.0
23.5

15.0

12.1

6.8

4.3
2.6

Ｑ４－１　ＧＴ表

32,373

3,894

3,637

2,914

2,719

3,930

3,506

2,591

3,343

2,979

2,860

ＴＯＴＡＬ    0 31.8 31.1 28.5 25.0 23.5 15.0 12.1 6.8 4.3 2.6

食品    1 16.2 97.3 6.4 4.6 34.4 14.7 14.4 37.2 8.0 2.4

生活消耗品    2 12.6 54.8 2.4 1.3 78.4 2.7 7.2 5.4 0.8 3.5

生活雑貨    3 22.7 36.0 30.5 1.9 24.8 29.2 38.4 2.4 5.9 3.5

インテリア用品    4 34.2 16.6 56.0 4.3 18.5 20.4 2.6 0.7 3.8 6.0

衣類、鞄    5 42.6 23.9 61.7 0.6 7.0 45.4 0.7 0.5 7.7 1.9

文具、事務用品    6 18.6 36.6 34.0 2.5 29.9 12.2 50.1 11.0 6.3 3.5

家具    7 34.6 5.5 77.5 6.0 9.1 16.4 0.7 0.4 4.9 3.3

家電    8 43.0 4.4 9.3 89.3 6.0 2.1 0.5 0.5 1.6 0.7

ＯＡ機器    9 47.0 2.1 11.3 80.6 3.5 1.2 0.4 0.2 1.2 0.4

ＯＡ・電気機器消耗品   10 54.5 6.8 6.6 71.7 11.4 1.0 2.0 0.6 0.9 1.7

イ
ン
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ネ
ッ
ト
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ッ
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図 2-2  商品購入チャネル 
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(3) 地球環境の現状や将来についての関心度 

 地球環境の現状や将来についての関心度について、7 段階で回答を求めたとこ

ろ、合計（TOTAL）では「非常に関心がある」4.3%、「関心がある」18.8%、

「多少関心がある」41.5%と、“環境関心層”が 6 割以上（64.6%）であった。 

環境関心層の男女比をみると、男性は 6 割未満であるのに対し、女性は 7 割を

超えており、女性の方が地球環境の現状や将来について比較的高い関心を持って

いることがうかがえる。 

また、年齢別にみると、年代が高くなるにつれ、環境関心層の比率が高くな

っている。 
Ｑ５　あなたの地球環境の現状や将来についての関心度

非常に関心
がある　　
　　　　　
　　　　　
　（＋３）

関心がある
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　（＋２）

多少関心が
ある　　　
　　　　　
　　　　　
　（＋１）

どちらとも
いえない　
　　　　　
　　　　　
　（±０）

あまり関心
がない　　
　　　　　
　　　　　
　（－１）

関心がない
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　（－２）

全く関心が
ない　　　
　　　　　
　　　　　
　（－３）

(%)

ＴＯＴＡＬ

男性　計

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

女性　計

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数/平均

5,274
0.7

2,633
0.6

525
0.2

527
0.4

522
0.5

530
0.7

529
1.0

2,641
0.8

532
0.5

526
0.7

525
0.8

540
1.0

518
1.2

4.3

4.4

4.4

4.9

2.7

5.5

4.3

4.2

3.4

3.4

4.2

5.0

5.2

18.8

17.5

13.7

12.1

15.5

17.5

28.4

20.1

14.3

17.3

17.3

22.8

29.0

41.5

36.9

30.3

33.8

39.5

40.4

40.5

46.0

38.7

44.9

49.7

48.0

49.0

20.9

23.4

24.4

28.3

25.3

22.1

16.8

18.5

23.9

20.0

19.2

17.0

12.2

9.6

10.9

14.7

12.9

10.0

9.1

7.9

8.3

13.0

11.2

7.6

5.4

4.1

2.2

2.9

3.8

3.4

2.9

3.0

1.3

1.4

3.0

1.5

0.8

1.3

0.6

2.8

4.1
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4.6
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2.5
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図 2-3 地球環境の現状や将来についての関心度（性・年代別） 
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(4) 環境事象の関心分野 

 環境に関する事象について興味・関心のある分野については、「地球温暖化」

が 63.5%と最も高くなっており、「大気汚染」が 47.1%で続いている。「化学物

質による汚染」、「廃棄物問題」、「森林破壊」についても 3 割以上の人が関心

を持っている。 

 男女比ではいずれの項目も女性の方が関心度が高くなっている。年代別では、

若年層の方が各項目とも概ね関心が薄い結果となっており、とりわけ 20 代では

「特にない」との回答が 3 割と高く、年代別に関心度に差異がみられる。 Ｑ６　環境に関する事柄について興味・関心のある分野
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Ｑ１　性別
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図 2-4 環境に関する事象について興味・関心のある分野（性別） 

Ｑ６　環境に関する事柄について興味・関心のある分野
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図 2-5 環境に関する事象について興味・関心のある分野（年代別） 
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(5) 環境配慮の取組実施状況 

環境の保全のために日頃取り組んでいることについて、5 割以上の実施率の項

目は、「マイバッグの持参・レジ袋を断る」58.9%、「節電、節水等の省エネル

ギーに努める」53.4%、「物を長く大切に使う」52.1%、「ごみは地域のルール

に従って分別して出すようにする」51.4%となっている。次に「できるだけごみ

を出さないようにする」「過剰包装を断る」といった項目が続き、上位には省資

源化（リデュース）に係る取組が挙げられている。 

 日頃の環境配慮の取組についても、男性より女性の方が、年代別には高い世代

ほど実施率が高い結果となっている。 Ｑ７　毎日の暮らし・ライフスタイルを見直すことで地球環境の保全に取
り組んでいること
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(%)

マイバッグの持参・レジ袋を
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節電、節水等の省エネルギー
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分別して出すようにする

できるだけごみを出さないよ
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過剰包装を断る

油や食べかす等を排水口から
流さない

運転の際には、エコドライブ
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使い捨て商品の使用を避ける

できるだけ公共交通機関を活
用する

リサイクルショップ等を活用
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不用品をバザー等のリユース
、リサイクルにまわす

緑のカーテン・花や緑を育て
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環境に配慮した製品（エコ商
品）を購入する

製品に含まれる化学物質を成
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図 2-6 環境配慮の取組実施状況 
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Ｑ７　毎日の暮らし・ライフスタイルを見直すことで地球環境の保全に取り組んでいること
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図 2-7 環境配慮の取組実施状況（年代別） 
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(6) 環境配慮の契機 

前設問の環境配慮の取組実施状況において、環境配慮の取組を 1 つでも実施し

ていると回答した人に対し、その契機を聞いたところ、「震災、台風等の自然災

害、異常気象」が最も高く 65.6%であった。「メディア、友人、知人等周囲から

の影響」、「食品偽装、環境偽装などの発覚」については 4 分の 1 程度の人が挙

げている。「環境ラベルを見て」は 7.2%が環境配慮の契機として挙げている。 

年代別にみると 20 代では、「学校で習ったから」が 3 割弱となっており、学

校教育の過程による違いが 30 代以上との世代間でみられる。その他世代間の違

いとしては、「震災、台風等の自然災害、異常気象」とともに「普及啓発イベン

トやポスターをみて」との回答が、年代が上がるにつれて高くなっている点があ

げられる。 

Ｑ７－１　環境に配慮することを意識するようになったきっかけ【ベース：地球環境の
保全取り組みあり】
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図 2-8 環境配慮の契機（性別） 

Ｑ７－１　環境に配慮することを意識するようになったきっかけ【ベース：地球環境の
保全取り組みあり】
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図 2-9 環境配慮の契機（年代別） 
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(7) 環境に関する用語の認知状況 

環境に関する用語の認知度が 8 割を超えるのは「省エネ」82.1%、「地球温暖

化」80.1%であった。次に認知度の高い用語としては、「クールビズ・ウォーム

ビズ」67.2%、「レアメタル（希少金属）」61.9%、「再生可能エネルギー」

60.2%と比較的最近注目されている用語の認知度が高い印象である。「燃料電

池」、「京都議定書」、「ノンフロン」といった用語も 5～6 割が認知している。 

一方で、「循環型社会」30.0%、「低炭素社会」23.0%といった社会像を表す

用語についての認知度は低くなっている。 

用語の認知状況に関しては、「その他」を除く 22 語中の平均は認知率は 5 用

語未満であり、後述の 2.3.2(2)のクロス集計において、用語の認知状況の区分と

しては 5 用語を境界としている。 

なお、用語の表示は調査時においてランダム表示とし、表示順序による影響

の無いよう考慮した。 
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表頭：Ｑ８　環境に関して知っている用語の認知状況

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

省エネ

地球温暖化

クールビズ・ウォームビズ

レアメタル（希少金属）

再生可能エネルギー

燃料電池

京都議定書

ノンフロン

３Ｒ（リデュース、リユース
、リサイクル）

バイオマス

エコデザイン

ロハス

循環型社会

生物多様性

トレーサビリティ

低炭素社会

グリーン購入

里地里山

環境報告書

環境会計

ＬＣＡ（ライフサイクルアセ
スメント）

ＥＳＤ（持続可能な開発のた
めの教育）

この中で知っているものはな
い
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図 2-10 環境に関する用語の認知状況 
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Ｑ８　環境に関して知っている用語の認知状況

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
(%)

82.1 80.1

67.2

61.9 60.2 60.0 59.0

51.1 49.9
45.5

38.2 37.9

30.0 29.4

23.3 23.0 21.4
18.6 17.8

6.1 5.9 5.2 5.7

＊Ｑ２　年代

5,274

1,057

1,053

1,047

1,070

1,047

ＴＯＴＡＬ    0 82.1 80.1 67.2 61.9 60.2 60.0 59.0 51.1 49.9 45.5 38.2 37.9 30.0 29.4 23.3 23.0 21.4 18.6 17.8 6.1 5.9 5.2 5.7

２０代    1 72.2 70.1 52.8 48.2 50.5 49.9 48.3 29.7 52.8 35.1 30.7 25.6 27.7 29.5 15.1 18.8 11.8 9.0 14.8 5.5 5.2 6.7 12.1

３０代    2 77.7 73.8 59.8 54.0 54.2 49.2 49.4 41.2 49.2 37.3 33.9 41.6 21.7 25.5 21.4 18.3 17.0 10.2 15.6 4.8 5.0 4.1 7.4

４０代    3 85.7 81.7 70.3 65.9 59.3 60.7 56.5 54.9 50.8 45.7 41.4 43.9 27.7 26.8 26.4 22.5 23.8 15.8 18.1 5.0 5.4 3.7 4.2

５０代    4 85.6 84.7 75.1 68.9 65.1 65.9 66.7 64.9 50.3 52.8 44.7 45.6 33.6 29.6 28.2 26.0 27.9 24.8 19.3 6.9 6.5 5.9 3.3

６０代    5 89.2 90.2 78.0 72.3 72.0 74.1 74.2 64.8 46.2 56.7 40.4 32.5 39.3 35.5 25.2 29.2 26.6 33.4 21.1 8.4 7.1 5.4 1.4

省
エ
ネ

2

地
球
温
暖
化

6

クー

ル
ビ
ズ
・
ウ
ォー

ム
ビ
ズ

22

レ
ア
メ
タ
ル（

希
少
金
属）

14

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギー

11

燃
料
電
池

12

京
都
議
定
書

7

ノ
ン
フ
ロ
ン

8

３
Ｒ（

リ
デ
ュー

ス
、
リ
ユー

ス

、
リ
サ
イ
ク
ル）

1

バ
イ
オ
マ
ス

9

エ
コ
デ
ザ
イ
ン

19

ロ
ハ
ス

16

循
環
型
社
会

4

生
物
多
様
性

13

ト
レー

サ
ビ
リ
テ
ィ

15

低
炭
素
社
会

3

グ
リー

ン
購
入

5

里
地
里
山

20

環
境
報
告
書

17

環
境
会
計

18

Ｌ
Ｃ
Ａ（

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ

ス
メ
ン
ト）

10

Ｅ
Ｓ
Ｄ（

持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育）

21

こ
の
中
で
知
っ
て
い
る
も
の
は
な

い

23

n

 

図 2-11 環境に関する用語の認知状況（年代別） 

 

用語の認知度については、概ね年代に比例して高くなっており、前設問の環

境への関心度(2.2.1(3))、環境配慮の取組実施状況(2.2.1(5))の高さに伴っている

ともいえるが、「3R（リデュース、リユース、リサイクル）」については、20

代が他の世代を上回り 1 位となっており、学校教育において認知されたものと推

察される。 
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(8) リサイクルのための識別マークの認知状況 

下記 8 つのリサイクルのための識別マークについて、「内容を詳しく知ってい

る（人に説明できる）」「ある程度内容を知っている」までを含めた認知度は、

「アルミ缶リサイクルマーク」、「PET ボトルリサイクルマーク」が最も高く、

同率 76.0%、次いで「紙リサイクルマーク」74.0%、「スチール缶」が 73.7%と

の高い認知度となっている。 

一方、「充電式電池リサイクルマーク」28.1%、「段ボールリサイクルマー

ク」27.2%、「ガラスびんリターナブルマーク」16.3%の認知度は低く、初めて

マークを見ると回答した人も多い状況である。 

表 2-1 呈示リサイクル識別表示マーク 

 アルミ缶 スチール缶 PETボトル 紙 ダンボール

ガラスびんリター
ナブルマーク

紙パックマーク充電式電池リサイクルマーク

 
表頭：Ｑ９　商品等に表示されているリサイクルのための識別マークの

認知状況

内容を詳しく知っ
ている（人に説明
できる）

ある程度内容を知
っている

見たことがある（
内容は分からない
）

初めてマークを見
る

(%)

アルミ缶リサイクルマーク

スチール缶リサイクルマーク

ＰＥＴボトルリサイクルマー
ク

紙リサイクルマーク

段ボールリサイクルマーク

ガラスびんリターナブルマー
ク

充電式電池リサイクルマーク

紙パックマーク

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

18.1

16.9

18.8

18.3

6.4

4.0

6.0

10.0

57.9

56.8

57.2

55.7

20.8

12.3

22.1

36.4

21.4

22.9

21.5

21.1

14.2

11.2

29.6

28.9

2.6

3.4

2.5

4.9

58.6

72.5

42.4

24.8

 

図 2-12  リサイクルのための表示識別マーク認知状況 
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2.2.2 環境ラベル、マークの認知状況 

(1) エコマークの認知状況 

エコマークの認知状況は、「内容を詳しく知っている（人に説明できる）」

が 9.8%、「ある程度内容を知っている」46.2%までを含めた認知としては、

56.0%である。 

「見たことがある（内容は分からない）」34.6%を含めると、90.7%が認知し

ている状況である。  

性別、年代別に認知度をみると、女性の方が男性より認知度が高く、世代間

の比較においては、「見たことがある（内容は分からない）」までの認知度は

20 代が 30 代の認知度を上回っているものの、30 代以降は下降傾向にある（図

2-15）。 

 表頭：Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマークやラベルの認知状況  エコマーク

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

ある程度内容を知っている

見たことがある（内容は分か
らない）

初めてマークを見る

9.8

46.2

34.6

9.3

n=

5,274

(%)

 
図 2-13 エコマークの認知状況 

 
Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマークやラベルの認知状況  エコ
マーク

内容を詳しく知って
いる（人に説明でき
る）

ある程度内容を知っ
ている

見たことがある（内
容は分からない）

初めてマークを見る

(%)

ＴＯＴＡＬ

男性

女性

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

2,633

2,641

9.8

10.3

9.2

46.2

41.1

51.3

34.6

36.7

32.6

9.3

11.8

6.9

 

図 2-14 エコマークの認知状況（性別） 
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Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマークやラベルの認知状況  エコ
マーク

内容を詳しく知って
いる（人に説明でき
る）

ある程度内容を知っ
ている

見たことがある（内
容は分からない）

初めてマークを見る

(%)

ＴＯＴＡＬ

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

1,057

1,053

1,047

1,070

1,047

9.8

10.8

8.7

9.1

11.5

8.8

46.2

47.6

46.5

48.2

46.5

42.2

34.6

36.7

40.6

34.7

30.5

30.9

9.3

4.9

4.2

8.0

11.5

18.1

 

図 2-15 エコマークの認知状況（年代別） 

表 2 呈示環境ラベル 

エコマーク
エコリーフ環境ラ

ベル
カーボンフットプリ
ント認証ラベル

カーボン・オフセッ
ト認証ラベル

低排出ガス車
認定制度

統一省エネラベ
ル

省エネラベル
国際エネルギー
スタープログラム

自動車燃費性能
評価・公表制度

再生紙利用マー
ク（Rマーク）

グリーンマーク
FSC森林認証制

度
間伐材マーク

SGEC緑の循環認
証会議

PEFC森林認証

MSC認証制度
フェアトレードラベ

ル
PETボトル再利用

品マーク
牛乳パック再利用

マーク
非木材紙マーク
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(2) 他の環境ラベル等の認知状況 

他の環境ラベルやマークとの比較において、「内容を詳しく知っている（人

に説明できる）」、「ある程度内容を知っている」、「見たことがある（内容は

分からない）」までを含めると、エコマークの認知状況が最も高く 9 割を超えて

いる。「低排出ガス認定制度」81.4%、「グリーンマーク」71.3%が次いで高く、

「再生紙利用マーク（R マーク）」55.1%、「自動車燃費性能評価・公表制度」

が 46.4%と続いている。「省エネラベル」、「統一省エネラベル」は 4 割前後の

認知度である。一方、森林認証マークはいずれも認知度は高くなく、最も高い

FSC 認証制度でも 11.4%である。 

表頭：Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマ
ークやラベルの認知状況

内容を詳しく知
っている（人に
説明できる）

ある程度内容を
知っている

見たことがある
（内容は分から
ない）

初めてマークを
見る

(%)

エコマーク

低排出ガス車認定制度

グリーンマーク

再生紙利用マーク（Ｒマーク
）

自動車燃費性能評価・公表制
度

省エネラベル

統一省エネラベル

エコリーフ環境ラベル

ＰＥＴボトル再利用品マーク

国際エネルギースタープログ
ラム

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

9.8

10.1

5.1

4.3

4.0

2.4

2.5

1.2

2.0

1.9

46.2

37.8

22.1

16.8

16.5

11.4

14.7

7.5

7.8

6.5

34.6

33.5

44.1

34.0

25.9

27.9

21.4

19.7

16.1

15.8

9.3

18.7

28.7

45.0

53.6

58.2

61.5

71.6

74.0

75.7

 

図 2-16-1 環境ラベル等の認知状況（1/2） 
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表頭：Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマ
ークやラベルの認知状況

内容を詳しく知
っている（人に
説明できる）

ある程度内容を
知っている

見たことがある
（内容は分から
ない）

初めてマークを
見る

(%)

カーボン・オフセット認証ラ
ベル

牛乳パック再利用マーク

間伐材マーク

カーボンフットプリントマー
ク

フェアトレードラベル

ＦＳＣ森林認証制度

非木材紙マーク

ＰＥＦＣ森林認証マーク

ＭＳＣ認証制度

ＳＧＥＣ緑の循環認証会議

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

1.2

1.7

1.3

1.0

1.4

0.8

1.1

0.6

0.7

0.5

4.4

6.2

4.8

4.7

4.9

2.8

2.9

2.0

1.9

1.9

11.9

9.6

10.8

9.9

5.9

7.8

7.1

5.7

4.9

4.2

82.5

82.6

83.0

84.4

87.8

88.6

88.9

91.7

92.4

93.5

 

図 2-16-2 環境ラベル等の認知状況（2/2） 

  

エコマークと、他の環境ラベルの認知状況について、認知度と内容把握率の

関係は下記の表 2-3 のとおりであり、エコマーク及び低排出ガス車認定制度につ

いては、認知者の中でも内容を詳しく知っている人の割合が高い。 

 

表 2-3 環境ラベル等認知状況内容把握率 

ラベル等 名称 

認知者の 

内容把握率 

=②÷① 

内容把握者の 

詳細内容把握率 

=③÷② 

参考 

 
エコマーク  61.8% 17.5% 

 

 

低排出ガス車  

認定制度 
58.9% 21.1% 

 

グリーン 

マーク 
38.1% 18.8% 

 

再生紙利用  

マーク 
38.4% 20.4% 
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(3) 環境ラベル等の認知経路 

 環境ラベル等の認知経路としては、「商品やパッケージへの表示」が最も高く

49.3%、次いで「マスメディア」25.3%となっている。 

 エコマーク、国際エネルギースタープログラム、グリーンマークについては、

「商品やパッケージへの表示」から情報を得た人が半数を超えている。 

Ｑ１０－１　ラベルの付いた商品に関する情報収集経路【ベース：マ
ークラベル認知者】

0

10

20

30

40

50
(%)

49.3

25.3

10.5
8.3

3.2

0.5

24.5

＊Ｑ１０－１　ＧＴ表

14,985

4,781

825

2,202

1,280

3,760

894

600

643

ＴＯＴＡＬ    0 49.3 25.3 10.5 8.3 3.2 0.5 24.5

エコマーク    1 56.9 30.3 8.9 10.0 2.1 0.4 19.3

カーボンフットプリントマー
ク

    2 35.5 25.6 15.2 7.3 7.4 0.5 29.1

省エネラベル    3 45.0 26.2 11.0 3.9 2.3 0.4 29.6

国際エネルギースタープログ
ラム

    4 55.2 17.9 13.4 5.2 2.5 0.5 21.6

グリーンマーク    5 52.4 19.8 6.9 10.5 2.7 0.4 25.6

間伐材マーク    6 30.4 25.4 13.9 6.8 4.8 0.9 32.3

ＦＳＣ森林認証制度    7 25.3 27.2 19.0 8.8 4.7 1.5 32.2

フェアトレードラベル    8 44.0 28.8 17.9 7.8 9.6 0.5 19.9
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図 2-17 環境ラベル等の認知経路 
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(4) 環境ラベル等付商品のイメージ 

環境ラベル等が付いた商品のイメージについて、各ラベルを総合してみる

と、「信頼できる」10.0%、「環境改善効果が高い」9.4%、「分かりやすい」

8.9%、「優しい」8.4%の順に高くなっている。 

エコマークについては、「信頼できる」27.2%、「優しい」21.2%、「分かり

やすい」19.8%、「良く目にする」17.7%の順で高くなっており、いずれも平均

より 10 ポイント以上の開きがある。また、他の環境ラベル等と比較すると、

「信頼できる」については、2 番目に高いグリーンマークの 13.8%と比較しても

13 ポイントの開きがあり、他の環境ラベル等と比較するとエコマークの信頼性

の高さが表れている。 

Ｑ１１　マークが付いた商品のイメージ

0

10

20
(%)

10.0
9.4

8.9
8.4

5.7

3.7 3.4 3.2 3.2
2.5 2.1 1.9

0.7
0.3

59.9

＊Ｑ１１　ＧＴ表

42,192

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

5,274

ＴＯＴＡＬ    0 10.0 9.4 8.9 8.4 5.7 3.7 3.4 3.2 3.2 2.5 2.1 1.9 0.7 0.3 59.9

エコマーク    1 27.2 14.9 19.8 21.2 17.7 5.0 5.0 8.7 2.6 3.5 0.6 1.3 0.8 0.2 31.3

カーボンフットプリントマー
ク    2 6.0 7.5 6.5 2.5 1.2 2.6 3.9 0.8 1.8 2.0 1.8 2.9 0.5 0.4 71.8

省エネラベル    3 11.4 11.7 11.2 7.7 5.9 3.4 3.5 1.8 1.4 3.1 1.0 1.7 0.9 0.3 56.4

国際エネルギースタープログ
ラム    4 6.4 5.8 2.8 1.8 3.7 3.9 2.6 1.6 9.0 3.5 5.2 3.1 0.8 0.3 66.5

グリーンマーク    5 13.8 12.8 17.2 15.8 12.8 4.4 3.8 10.7 2.0 3.2 1.0 0.8 0.9 0.1 40.8

間伐材マーク    6 5.2 9.7 7.9 11.9 1.3 3.2 3.0 0.8 0.6 1.4 0.9 1.0 0.5 0.3 64.9

ＦＳＣ森林認証制度    7 4.5 9.1 3.4 3.2 1.3 2.4 1.5 0.6 1.6 1.4 1.4 1.3 0.5 0.3 76.2

フェアトレードラベル    8 5.3 3.7 2.7 3.3 1.3 4.3 3.6 0.8 6.6 1.9 4.8 3.3 0.9 0.7 71.6
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図 2-18 環境ラベル等付商品のイメージ 

Ｑ１１　マークが付いた商品のイメージ  エコマーク

0

10

20

30
(%)

27.2

21.2
19.8

17.7

14.9

8.7

5.0 5.0
3.5

2.6
1.3 0.8 0.6 0.2

31.3

Ｑ１　性別

5,274

2,633

2,641

ＴＯＴＡＬ    0 27.2 21.2 19.8 17.7 14.9 8.7 5.0 5.0 3.5 2.6 1.3 0.8 0.6 0.2 31.3

男性    1 23.5 16.3 14.7 14.4 12.8 8.1 5.4 3.5 3.9 2.2 1.4 0.8 0.7 0.3 39.7

女性    2 30.9 26.2 24.8 21.1 17.0 9.4 4.7 6.6 3.0 2.9 1.2 0.8 0.5 0.2 22.8

信
頼
で
き
る

1

優
し
い

5

分
か
り
や
す
い

11

良
く
目
に
す
る

3

環
境
改
善
効
果
が
高
い

8

昔
か
ら
あ
る

6

セ
ン
ス
が
良
い

4

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

9

高
品
質
で
あ
る

2

海
外
で
も
使
え
る

10

先
進
的

13

持
っ
て
い
る
と
自
慢
で
き
る

12

か
っ
こ
い
い

7

そ
の
他

14

特
に
な
い

15

n

 
図 2-19 エコマーク商品のイメージ（性別） 
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エコマーク商品イメージについて、男女差の高いものとしては、「優しい」

「分かりやすい」は女性の方が男性に比べ 10 ポイント前後、高くなっている。

全体的に女性の方が回答の割合が高くなっている傾向はあるが、「センスが良

い」、「高品質」については微差ではあるものの男性の方が高い結果となってい

る。 

 環境ラベル等付商品のイメージについて、各マークの認知者に絞ってみても、

エコマークへのイメージは変わらず、他のマークと比較すると、「信頼できる」、

「優しい」が高く「かっこいい」、「海外でも使える」イメージが低い。 

 ＊Ｑ１１　マークが付いた商品のイメージ【ベース：認知者】

エコマーク  n=4,781 カーボンフットプリントマー
ク  n=825

省エネラベル  n=2,202 国際エネルギースタープログ
ラム  n=1,280
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＊Ｑ１１　マークが付いた商品のイメージ【ベース：認知者】

エコマーク  n=4,781 カーボンフットプリントマー
ク  n=825

省エネラベル  n=2,202 国際エネルギースタープログ
ラム  n=1,280
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図 2-20-1 環境ラベル付商品のイメージ【各ラベル認知者 1/2】 

 ＊Ｑ１１　マークが付いた商品のイメージ【ベース：認知者】
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図 2-20-2 環境ラベル付商品のイメージ【各ラベル認知者 1/2】 
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(5) 環境ラベル等の基準設定のイメージ 

 エコマークの基準設定イメージについては、「製品を製造から廃棄までのライ

フサイクル全般を考慮」が最も高く 27.1%、「最も影響の高い環境負荷項目に高

いレベルの基準を設定」が 14.1%、「基準が第三者の立場から客観的に設定され

ている」が 11.3%と続いている。 

「製品を製造から廃棄までのライフサイクル全般を考慮」については、女性

が男性を 7 ポイント上回っている一方、「基準が第三者の立場から客観的に設定

されている」については、男性が女性を 3.9 ポイント上回っている。 

表頭：Ｑ１２　マークの基準設定に持っているイメージ  エコマーク
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図 2-21 環境ラベル等の基準設定のイメージ【エコマーク】 

エコマークと他のマークとの比較においては、「製品のライフサイクル全般

を考慮している」が 27.1%と最も高い。当該項目について、「PET ボトル再利用

品マーク」16.4%、「再生紙利用マーク（R マーク）」15.0%が次に高くなって

いるが、これらと比較しても、エコマークがライフサイクル全般を考慮している

という認知、イメージが高いことがうかがえる。 

「PET ボトル再利用品マーク」については、「どの環境側面に配慮された製

品であるかが明確である」との項目が 14.8%、「国際エネルギースタープログラ

ム」については、「国際的な共通性を考慮している」が 18.8%と全体と比較する

とイメージとして高くなっている。 

また、「最も影響の高い環境負荷項目に高いレベルの基準を設定」、「基準

が第三者の立場から客観的に設定されている」の 2 項目についても、他の環境ラ

ベル等と比較して、エコマークにおいては高い認知、イメージを持たれている。  
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Ｑ１２　マークの基準設定に持っているイメージ
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図 2-22 環境ラベル等の基準設定のイメージ 
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2.2.3 エコマークに関する設問 

(1) 認知されているエコマーク商品 

 エコマーク既見者に、見たことのあるエコマーク商品分野の回答を求めたとこ

ろ、「コピー用紙、印刷用紙」が 37.3%、「トイレットペーパー、ティッシュペ

ーパー」が 35.8%と、紙・紙製品が上位にあげられている。 

Ｑ１３　エコマークがついているのを見たことがある製品【ベース：エコ
マークラベル認知者】
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図 2-23 認知されているエコマーク商品 
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(2) 購入経験のあるエコマーク商品分野 

エコマーク商品の購入経験については、「コピー用紙、印刷用紙」が 42.8%、

「トイレットペーパー、ティッシュペーパー」は 39.1%と、認知度と比例し購入

経験率も高くなっている。 

次いで「文具、事務用品」22.5%、「インクカートリッジ、トナーカートリッ

ジ」11.9%となっており、それ以外の商品の購入経験率は 10%未満である。 Ｑ１３－１　購入経験があるエコマークの付いた商品【ベース：エコマーク付商品認知者】
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図 2-24 購入経験のあるエコマーク商品分野 

 

(3) エコマーク商品購入時の判断材料 

 エコマーク商品購入経験者の購入時の判断材料としては、「エコマーク商品で

あることを知らずに購入した」30.9%、「エコマークの表示よりも価格で判断し

た」23.1%、「エコマークの表示よりも性能や品質で判断した」20.6%など、マ

ークの有無よりも、無意識に、あるいは製品そのものを考慮した判断が購買の優

先順位に上がる割合が高くなっている。 

年代別でみると、年代が上がるにつれ「エコマークを取得している企業の社

会的知名度・信頼度」をあげる人の割合が高くなっている。 
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Ｑ１３－２　エコマーク商品購入時の判断材料として最もふさわしいもの【ベース
：エコマーク付商品購入者】
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図 2-25 エコマーク商品購入時の判断材料 

(4) エコマーク商品の環境配慮側面のイメージ 

エコマークはどんな製品についているイメージかを聞いたところ、「古紙等

リサイクル材料を使用した製品」が 38.6%、「省エネ製品」31.1%、「詰め替え

製品」30.5%との回答が 3 割を超えている。それに次ぐイメージとしては、「製

品を小型化する等省資源化した製品」13.1%、「包装、梱包材を削減した製品」

11.5%となっている。一方、「わからない」との回答も 3 割弱と、具体的イメー

ジが想起できない人も一定割合存在する。 
Ｑ１４　エコマークが付いているイメージのある商品
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図 2-26 エコマーク商品の環境配慮側面イメージ 
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(5) エコマーク商品、サービス取扱企業のイメージ 

 エコマーク商品、サービスを取り扱っている企業のイメージについては、「応

援したい」30.9%、「信頼できる」29.7%、「社会に貢献している」27.9%がそ

れぞれ 3 割程度であげられており、「好感が持てる」24.5%とのイメージも 4 分

の 1 程度に持たれている。「信頼できる」は、エコマークに対する商品イメージ

と共通して上位にあげられている。 
Ｑ１５　エコマークが付いた商品・サービスを取り扱っている企業のイメ
ージ
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図 2-27 エコマーク商品、サービス取扱企業のイメージ 
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(6) エコマークの適切な表示方法 

 エコマークの適切な表示方法としては「製品のパッケージに表示する」が

55.9%と最も高く、「製品本体に表示する」36.4%を上回っている。なお、年代

が高くなるにつれ「製品本体に表示する」との回答割合が高くなっている。 

Ｑ１６　エコマーク商品のマークの表示方法として良いと思う
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図 2-28 エコマークの適切な表示方法（年代別） 

 

■自由回答抜粋 

・もっと目立つ位置につけてほしい 

・エコマークについては、見たことはあっても、その詳細まではなかなか知る

機会がありませんでした。スペースに限りがあるでしょうが、商品自体に説明

をつけることや、店舗にエコブースを作るなどわかりやすい取り組みがあると

いいかなと思います。 

・消費者に分かりやすいよう店頭などで表示をしてあるといいと思います。 
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(7) エコマーク商品購入にあたっての要望 

 エコマーク商品を購入するにあたっての要望については、分野別に大きな差異

はみられず、「商品の種類を増やしてほしい」が全体で 25.3%、「環境配慮への

効果がわかるように表示をしてほしい」が 24.6%と、これら 2 項目が 4 分の 1 程

度となっている。 

Ｑ１７　エコマーク商品を購入するにあたっての希望
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図 2-29 エコマーク商品購入にあたっての要望 

 ■自由回答抜粋 

・色々な商品にマークを付けてほしい 

・製品のデザインを追及していく。買いたいと思わせる事も大切。 

・どこでも手に入るよう販売場所を広げて欲しい。 

・効果が見えないと人は協力しないと思うので、効果を明記してあると自分が

どのくらい環境に関与したか自覚が持てる。 

・今は生協で扱う商品を買うくらいですが、割高なのが気になります。古紙を

使ったり、エコに配慮すると「高くつく」のでは、なかなか普及するのは難し

いと思います。  私も、もっと環境保護に協力したいのですが、  せめて同等

のお値段であれば・・・と願っています。 
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(8) エコマーク認定サービスの認知状況 

エコマークのサービス分野の商品類型の認知度（エコマーク認知者ベース）

は、「損害保険（自動車保険）11.3%、「カーシェアリング」10.2%、「小売店

舗」9.5%、「ホテル・旅館」8.8%と、各サービスともに 10%前後である。 

表頭：Ｑ１８　エコマークの認定を受けたサービスの認知
状況【ベース：エコマークラベル認知者】

知っていた 知らなかった

(%)

損害保険（自動車保険）

小売店舗

カーシェアリング

ホテル・旅館

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

4,781

4,781

4,781

4,781

11.3

9.5

10.2

8.8

88.7

90.5

89.8

91.2

 
図 2-30 エコマーク認定サービスの認知状況 

 

(9) エコマーク認定サービスの利用意向 

 エコマーク認定サービスの利用意向について、「利用してみたい」との回答が

高いサービスは「ホテル・旅館」61.2%、「小売店舗」59.8%と 6 割前後となっ

ている。なお、この設問は、エコマーク認定を受けたサービスがあることを知ら

なかったと回答している人に回答を求めている。 
Ｑ１８－２　エコマーク認定を受けたサービスの利用意向【ベース：エコマーク認
定サービス非認知者】

利用してみたい 利用してみたいと思わない

(%)

損害保険（自動車保険）

小売店舗

カーシェアリング

ホテル・旅館
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4,240

4,328
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4,360
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40.2
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図 2-31 エコマーク認定サービスの利用意向 
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(10) エコマーク認定サービスの認知経路 

エコマーク認定を受けたサービスについての認知経路は、「テレビ」38.3%、

「ウェブサイト」22.3%、「新聞」19.4%と続き、「実際に利用してみて」との

回答は 18.4%となっている。サービス別にみると、「小売店舗」「ホテル・旅

館」については、「実際に利用してみて」の割合が 3 割程度と高くなっている。 

Ｑ１８－１　エコマークの認定を受けたサービスの認知経路【ベース：エコマ
ーク認定サービス認知者】
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図 32 エコマーク認定サービスの認知経路 

 

(11) 今後利用してみたいエコマーク商品、サービス 

 現在、エコマーク商品類型のないものについて、今後エコマーク商品等ができ

た場合の利用意向を製品、サービス分野に分けて聴取を行ったところ、総じて製

品分野が上位にきている結果となった。 

具体的には「洗剤」が最も高く 43.9%、次いで「照明（蛍光ランプ、器具）」

33.4%、「エアコン」30.0%、「冷凍冷蔵庫」26.5%、「電子レンジ」24.3%など

の家電、機器類の意向が高くなっている。 
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Ｑ１９　今後エコマーク付きの商品やサービスができたら利用してみたい
と思うもの
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図 2-33-1 今後利用してみたいエコマーク認定商品・サービス 
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Ｑ１９　今後エコマーク付きの商品やサービスができたら利用してみたい
と思うもの
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図 2-33-2 今後利用してみたいエコマーク認定商品・サービス  

 

 

 

 



 37 

Ｑ１９　今後エコマーク付きの商品やサービスができたら利用してみたいと思うもの
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図 2-34 今後利用してみたいエコマーク認定商品・サービス 

（利用意向上位 15 品目年代別） 

 

利用意向の高い上位 15 の製品、サービスについて、年代別にみると、ほぼす

べての製品、サービスについて年代の高い人ほど利用意向が高い傾向にある。 
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(12) エコマーク制度についての認知状況 

エコマークの制度についての認知状況は、「エコマークの表示は取得希望の

企業等からの申請が必要」が最も高く 23.5%と、エコマーク認知者の約 1/4 が認

知している。 

「基準は対象商品の種類ごとに決められている」ことについての認知率は 1 割

未満と他の項目と比べやや低い状況である。 

なお、各項目の認知状況について年代別にみると、傾向としては年代が上が

るにつれて認知度も高くなるものの、30 代と 20 代では 20 代の方が認知度が高

い項目が多く、項目を総合した結果は図 2-36 のとおりであり、項目別にみても

同様の傾向である。 Ｑ２０　エコマークの制度についての認知状況【ベース：エコマークラベル認知者
】
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図 2-35 エコマーク制度についての認知状況 Ｑ２０　エコマークの制度についての認知状況【ベース：エコマークラベル認知者
】
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図 2-36 エコマーク制度についての認知状況【全項目総合】（年代別） 
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(13) エコマーク事務局が発信する情報への関心度 

 エコマーク事務局が発信する情報について、最も興味があると回答されたのは、

「エコマーク商品カタログ」で 36.6%であった。次いで「エコマークパンフレッ

ト」が 14.8%、「エコマーク事務局ホームページ」が 14.0%と続いている。 

興味があるものと見た経験があるものの差異をみると、「エコマーク商品カ

タログ」については 4 割弱が興味があると回答したものの、実際に見た経験があ

ると回答した人は 5.3%と乖離がみられる。 Ｑ２１　エコマーク事務局が発信する情報の中であてはまるもの
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図 2-37 エコマーク情報の関心度 

 

 ■自由回答抜粋 

・エコマーク商品の一覧を知りたい 

・分かりやすい商品表示、アピール。一度 Facebook を見てみたい。 

・新しい商品や種類が分からないのでパンフレットやホームページでお知らせ

してほしい。 

 

 

(14) エコマークが消費者にアピールすべき方策 

エコマークが消費者の信頼を得ていくためによりアピールすべき方策につい

ては、「情報公開の拡大/積極的情報発信」が最も高く 33.4%、次に、「製品テ

ストの実施」29.2%、「第三者委員会等による審査・認証」20.6%、「製造現場

確認、監査の実施」15.2%といった信頼性の確保に関する項目が続いている。 
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Ｑ２２　エコマークが消費者の信頼を得ていくためにもっとアピールすべ
き方策

0 10 20 30 40
(%)

情報公開の拡大／積極的情報
発信

製品テストの実施

第三者委員会等による審査・
認証

製造現場確認、監査の実施

認定企業とのコミュニケーシ
ョン強化

海外環境ラベルとの相互認証
のより積極的な推進

エコマークアワード等の表彰
制度の拡充

その他

特にない

33.4

29.2

20.6

15.2

13.8

11.8

9.9

0.6

36.0

 
図 2-38 エコマークがアピールすべき方策 

 

 ■自由回答抜粋 

・自分たちが活動していることをしっかりと広報していかなければ、世の中で

は評価されないし、活用もされないと思うので、非常にもったいないと思う。 

 

・その商品を購入することで、環境面や社会的にどのような良い効果があるの

かもっと良くわかるように情報を広く開示していただきたいです。 

 

・みんなは頭では分かっていても商品購入場面でそのことが飛んでいると思

う、毎日 NHK で 10 秒でも決まった時間に情報発信すべきで各人へしみこませ

ることから始めるべきと思う 

 

・エコマーク付きの商品の総合カタログ収めたインターネット・ウェブページ

が欲しい。テレビなどでの啓蒙活動ももっとやって欲しい。 

 

・安全性が実証されて価格が下がる事。 

 

・エコマークの基準の厳密さがわからないので、なんとも言えない。例えばト

クホ商品のように効果が厳密でないのに認定されているケースがあるから。 
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2.3 クロス集計結果 

2.3.1 エコマーク認知度とのクロス集計 

 この項では、エコマーク認知度を居住環境、購買行動、環境への関心度、環境

配慮行動、エコマーク商品購入経験等による差異を検証している。 

 

(1) 認知度×商圏 

 商圏による区分では、認知度について顕著な差異はみられない。 【属性】商圏コード

東京５０～７
０ｋｍ、名古
屋・大阪４０
～５０ｋｍ

東京４０～５
０ｋｍ、名古
屋・大阪３０
～４０ｋｍ

東京２０～３
０ｋｍ、名古
屋・大阪２０
～２５ｋｍ

東京３０～４
０ｋｍ、名古
屋・大阪２５
～３０ｋｍ

東京２０ｋｍ
、名古屋・大
阪２０ｋｍ

その他

(%)

ＴＯＴＡＬ

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

ある程度内容を知っている

見たことがある（内容は分か
らない）

初めてマークを見る

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

516

2,438

1,827

493

4.5

4.5

4.8

4.2

4.1

7.2

6.8

6.7

7.5

9.1

7.8

8.5

8.0

7.6

7.1

8.2

6.4

8.3

8.6

8.3

24.1

24.8

24.2

22.9

27.4

48.1

49.0

48.0

49.2

44.0

 

図 2-39 エコマーク認知度×商圏 

 

(2) 認知度×都市規模 

 都市規模（人口）による区分においても、認知度に特徴的な差異はみられない。 ［属性］都市規模コード

１００万人
以上

５０万人以
上

３０万人以
上

２０万人以
上

１０万人以
上

５万人以上 ５万人未満

(%)

ＴＯＴＡＬ

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

ある程度内容を知っている

見たことがある（内容は分か
らない）

初めてマークを見る

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

516

2,438

1,827

493

27.1

26.0

26.9

27.0

29.6

10.4

12.4

10.1

9.9

11.8

15.3

13.8

15.8

15.1

15.6

8.6

8.1

8.6

8.4

10.1

16.1

16.3

15.9

17.4

12.8

12.0

11.2

12.3

12.6

8.9

10.4

12.2

10.3

9.7

11.2

 

図 2-40 エコマーク認知度×都市規模 
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(3) 認知度×商品購入チャネル 

 エコマーク認知度と、日常消費者が購入する商品の分野別（食品、生活消耗品、

生活雑貨、インテリア用品、衣類・鞄、文具・事務用品、家具、家電、OA 機器、

OA・電気機器消耗品）の購入チャネルについて相関があるかを検証した。 

食品については、「デパート、百貨店」、「個人商店」で購入する人は認知

度が高い傾向にある（図 2-50）。生活雑貨については、エコマークをこの調査

で「初めてみた」と回答した人は「インターネットショップ、カタログショッ

プ」を利用する人が少ない傾向がある（図 2-51）。また、文具・事務用品につ

いては、認知度の高い人ほど「インターネットショップ、カタログショップ」を

多く利用している傾向にある。 
Ｑ４－１　商品購入場所【ベース：各商品購入者】  食品

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
(%)

97.3

37.2
34.4

16.2 14.7 14.4

8.0 6.4
4.6

2.4

Ｑ１０　環境に配慮した製品
等に表示されているマークや
ラベルの認知状況  エコマー
ク

3,894

407

1,902

1,276

309

ＴＯＴＡＬ    0 97.3 37.2 34.4 16.2 14.7 14.4 8.0 6.4 4.6 2.4

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）    1 97.1 40.3 38.3 20.9 20.4 17.9 14.7 11.1 5.7 3.2

ある程度内容を知っている    2 97.4 39.1 36.4 16.8 17.1 14.1 8.5 7.3 4.6 2.7

見たことがある（内容は分か
らない）

    3 97.5 36.1 32.8 14.3 10.0 14.2 5.3 3.7 4.1 1.6

初めてマークを見る    4 96.4 26.9 23.6 13.3 11.7 11.7 7.8 6.5 5.5 2.3

スー
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8

デ
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ト
、
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貨
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7

１
０
０
円
シ
ョ
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9

個
人
商
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6
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5
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そ
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10

n

 

図 2-50 エコマーク認知度×商品購入チャネル【食品】 
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Ｑ４－１　商品購入場所【ベース：各商品購入者】  生活雑貨
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40
(%)

38.4

36.0

30.5
29.2

24.8
22.7

5.9

3.5
2.4 1.9

Ｑ１０　環境に配慮した製品
等に表示されているマークや
ラベルの認知状況  エコマー
ク

2,914

317

1,444

926

227

ＴＯＴＡＬ    0 38.4 36.0 30.5 29.2 24.8 22.7 5.9 3.5 2.4 1.9

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）    1 34.4 38.8 33.4 34.1 29.3 27.1 9.8 3.2 4.1 4.4

ある程度内容を知っている    2 37.7 34.3 35.2 33.1 25.1 24.8 6.4 3.9 2.6 2.1

見たことがある（内容は分か
らない）

    3 42.0 35.3 24.2 23.5 23.9 21.2 4.1 3.1 1.9 0.9

初めてマークを見る    4 34.4 45.4 22.5 21.1 21.1 9.7 4.4 2.6 0.9 1.8
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図 2-51 エコマーク認知度×商品購入チャネル【生活雑貨】 

Ｑ４－１　商品購入場所【ベース：各商品購入者】  文具、事務用品

0
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20
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(%)

50.1

36.6
34.0

29.9

18.6

12.2
11.0

6.3
3.5 2.5

Ｑ１０　環境に配慮した製品
等に表示されているマークや
ラベルの認知状況  エコマー
ク

3,506

387

1,710

1,134

275

ＴＯＴＡＬ    0 50.1 36.6 34.0 29.9 18.6 12.2 11.0 6.3 3.5 2.5

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）    1 53.0 40.6 34.1 33.6 27.6 15.2 14.7 9.0 3.4 2.6

ある程度内容を知っている    2 50.3 37.9 37.0 31.0 19.4 14.2 11.1 6.6 3.5 3.0

見たことがある（内容は分か
らない）

    3 48.9 34.2 32.2 27.8 16.4 9.3 10.7 4.9 3.8 2.0

初めてマークを見る    4 50.2 32.7 22.5 26.9 10.2 7.3 6.9 6.2 2.5 1.5
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図 2-52 エコマーク認知度×商品購入チャネル【文具・事務用品】 
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(4) 認知度×地球環境の現状、将来についての関心度 

 環境への関心度が高い人ほど、エコマーク認知度が高く、「内容を詳しく知っ

ている」の環境関心層（「多少関心がある」までを含む）は 83.8%であるのに対

し、「初めてマークを見る」人は、46.6%とその差は 37 ポイント以上ある。 

 他の環境ラベル等についても同様、環境への関心度とマーク認知率は極めて高

い相関関係がある。 Ｑ５　あなたの地球環境の現状や将来についての関心度

非常に関心
がある　　
　　　　　
　　　　　
　（＋３）

関心がある
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　（＋２）

多少関心が
ある　　　
　　　　　
　　　　　
　（＋１）

どちらとも
いえない　
　　　　　
　　　　　
　（±０）

あまり関心
がない　　
　　　　　
　　　　　
　（－１）

関心がない
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　（－２）

全く関心が
ない　　　
　　　　　
　　　　　
　（－３）

(%)

ＴＯＴＡＬ

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

ある程度内容を知っている

見たことがある（内容は分か
らない）

初めてマークを見る

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数/平均

5,274
0.7

516
1.4

2,438
0.9

1,827
0.3

493
0.3

4.3

16.9

4.0

1.9

1.8

18.8

31.8

22.8

12.2

9.9

41.5

35.1

46.5

38.3

34.9

20.9

9.7

16.9

26.0

33.5

9.6

3.3

7.1

13.9

12.6
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1.0

1.3

3.3

3.7
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2.3

1.5

4.4

3.7

 

図 2-53 エコマーク認知度×環境への関心度 Ｑ５　あなたの地球環境の現状や将来についての関心度
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　（－２）
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　（－３）

(%)

ＴＯＴＡＬ

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

ある程度内容を知っている

見たことがある（内容は分か
らない）

初めてマークを見る

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数/平均
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1,991
0.9

1,767
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14.1

11.9
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35.9
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16.8

23.8

29.9
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図 2-54 低排出ガス車認定制度認知度×環境への関心度 Ｑ５　あなたの地球環境の現状や将来についての関心度
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図 2-55 PET ボトル再利用品マーク認知度×環境への関心度 

 



 45 

(5) 認知度×環境配慮の取組状況 

 環境配慮の取組状況について、エコマークの「内容を詳しく知っている（人に

説明できる）」と回答した人が取組んでいる項目のうち、6 割以上であるものは

5 項目であるのに対し、「ある程度内容を知っている」は 1 項目、「見たことが

ある（内容はわからない）」、「初めてマークをみる」と回答した人はひとつも

ない。環境配慮の取組状況とマーク認知率は、環境への関心度と同様、極めて高

い相関関係がある。 
Ｑ７　毎日の暮らし・ライフスタイルを見直すことで地球環境の保全に取り組んでいること
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図 2-56 エコマーク認知度×環境配慮の取組状況 
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(6) 認知度×環境配慮の契機 

  環境配慮を意識するようになった契機については、「内容を詳しく知ってい

る」人は、「食品偽装、環境偽装などの発覚」をあげる割合が全体と比較し高く

なっている。また、「学校で習ったから」、「環境ラベルを見て」との回答者も

高認知者が高い割合となっている。「震災、台風等の自然災害、異常気象」につ

いては、認知度の低い層でも 6 割以上が契機としてあげている。 

Ｑ７－１　環境に配慮することを意識するようになったきっかけ【ベース：地球環境の
保全取り組みあり】
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図 2-57 エコマーク認知度×環境配慮の契機 
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(7) 認知度×環境用語認知度 

環境に関連する用語の認知率は、エコマーク認知度との顕著な相関がみられ

る。 
Ｑ８　環境に関して知っている用語の認知状況

ＴＯＴＡＬ  n=5,274
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Ｑ１０　環境に配慮した製品
等に表示されているマークや
ラベルの認知状況  エコマー
ク

5,274

516

2,438

1,827

493
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内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

    1 85.5 83.3 73.4 72.5 74.0 73.4 70.5 68.8 67.6 64.7 60.5 56.0 50.0 47.1 38.4 42.1 40.7 38.4 40.3 19.6 20.2 17.4 1.9

ある程度内容を知っている    2 87.6 85.5 73.6 68.0 68.6 66.7 66.1 58.0 61.0 51.6 47.2 45.6 35.7 35.1 27.5 26.3 25.8 21.7 21.5 7.0 6.1 5.7 2.5

見たことがある（内容は分か
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図 2-58 エコマーク認知度×環境用語認状況 

(8) 認知度×エコマークの適切な表示方法 

エコマークの適切な表示方法について、エコマークの「内容を詳しく知って

いる人」は「製品本体に表示する」ことが望ましいとの回答が 48.8%と、全体と

比較し 12 ポイント以上高くなっている。 

また、認知度が高い人は、中程度の認知者と比べ製品本体への表示を求める

人の割合が高くなっている。 
Ｑ１６　エコマーク商品のマークの表示方法として良いと思う
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図 2-59 認知度とエコマークの適切な表示方法 
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(9) 認知度×エコマーク商品購入経験 

エコマーク商品の認知度とエコマーク商品の実際の購入経験については、認

知率が高いほど、購入経験率も高い傾向がみられる。 

分野別の認知度と購入経験との関連では、「コピー用紙、印刷用紙」の認知

者の購入経験率は 67.5%、「トイレットペーパー、ティッシュペーパー」は

77.0%、「文具・事務用品」70.6%、「インクカートリッジ、トナーカートリッ

ジ」61.6%と、消耗品で認知者の購入経験率が高くなる傾向がみられる。 

このことから、消耗品は認知度を高めることによって、購入につなげること

が可能と推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-60 エコマーク認知度とエコマーク商品購入率 
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認知 (1781) (1712) (981) (594) (508) (432) (192) (191) (189) (181) (169)

購入経験あり (1203) (1319) (693) (366) (263) (290) (115) (61) (107) (88) (55)

認知者の
購入経験率 67.5% 77.0% 70.6% 61.6% 51.8% 67.1% 59.9% 31.9% 56.6% 48.6% 32.5%
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購入経験あり (68) (47) (45) (34) (23) (24) (21) (35) (22) (17)

認知者の
購入経験率 41.2% 34.6% 37.5% 30.6% 27.7% 30.0% 26.9% 47.3% 32.8% 28.8%
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2.3.2 その他のクロス集計 

(1) エコマーク制度認知状況×下段表示の認知度 

 エコマーク制度の認知状況については、2.2.3(12)に記載のとおりであるが、

「マークの下にその環境上の配慮の記載がある」ことについては、エコマークの

内容を詳しく知っている人でも 4 割にとどまっている。 

 消費者は情報を求めているが、実際には表示している情報が目に留まっていな

い可能性が考えられる。 Ｑ２０　エコマークの制度についての認知状況【ベース：エコマークラベル認知者
】  マークの下にその商品の環境上の配慮の記載がある

知っていた 知らなかった

(%)

ＴＯＴＡＬ

内容を詳しく知っている（人
に説明できる）

ある程度内容を知っている

見たことがある（内容は分か
らない）

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

4,781

516

2,438

1,827

14.9

40.7

17.2

4.6

85.1

59.3

82.8

95.4

 

図 2-61 エコマーク認知度と下段表示の認知度 

  

■自由回答抜粋 

・効果や実績を具体的に書いて売り出すとよいと思います。たとえば、何パー

セントの商品がエコマーク認定に置きかわるとこれだけの効果がある、など。 

・エコマークに関する具体的な意味があまりよくわからない。この商品を使う

ことによってどれくらい環境への貢献があるのか分かるようにしてほしい。 
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(2) エコマーク認知度×環境意識、環境配慮行動 

 エコマーク認知度について、環境関心層（2.2.1(3) 地球環境の現状や将来に

ついての関心度において、非常に関心がある、関心がある、多少関心があると回

答した人）及び、環境配慮行動実行者層（2.2.1(5) 環境配慮の取組実施状況で

5 項目以上取り組んでいると回答した人）との相関を検証した。 

 環境関心層かつ環境配慮行動実行者層では、「内容を詳しく知っている」、

「ある程度内容を知っている」人を合わせると 70.2%と平均より 14 ポイント高

くなっている。また、環境関心層であるが実行は少ない層では、56.8%とほぼ平

均レベルである。関心が低く、実行は多い層及び、関心が低く、実行も少ない層

では、平均より低いレベルとなり、環境関心層かつ環境配慮行動実行者層がマー

ク認知度を押し上げているものと推察される。 

 なお、居住地域の人口規模とエコマーク認知度については、大きな相関はみら

れない。 
表頭：Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマ

ークやラベルの認知状況  エコマーク

内容を詳しく知
っている（人に
説明できる）

ある程度内容を
知っている

見たことがある
（内容は分から
ない）

初めてマークを
見る

(%)

ＴＯＴＡＬ

居住地域　１００万人以上の
都市

居住地域　１０万～１００万
人未満の都市

居住地域　１０万人未満の都
市

環境意識　関心あり＋実行多
い

　　　　　関心あり＋実行少
ない

　　　　　関心低い＋実行多
い

　　　　　関心低い＋実行少
ない

ｻﾝﾌ゚ ﾙ数

5,274

1,430

2,664

1,180

2,120

1,285

353

1,516

9.8

9.4

9.8

10.3

14.5

9.7

6.2

4.1

46.2

45.9

46.1

46.8

55.7

47.1

44.8

32.6

34.6

34.5

34.8

34.6

24.2

34.6

38.2

48.5

9.3

10.2

9.3

8.4

5.7

8.6

10.8

14.8

 

図 2-62 エコマーク認知度と環境関心度、環境配慮行動 
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(3) 参考クロス集計 Ｑ５　あなたの地球環境の現状や将来についての関心度

非常に関心
がある　　
　　　　　
　　　　　
　（＋３）

関心がある
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　（＋２）

多少関心が
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　（＋１）
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　（±０）

あまり関心
がない　　
　　　　　
　　　　　
　（－１）

関心がない
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　（－２）

全く関心が
ない　　　
　　　　　
　　　　　
　（－３）
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0.8

151
0.9
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参考 図 2-63  同居子供末子学齢×環境意識 Ｑ１０　環境に配慮した製品等に表示されているマークやラベルの認知状況  エコ
マーク
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参考 図 2-64 同居子供末子学齢×エコマーク認知度 
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Ｑ１３　エコマークがついているのを見たことがある製品【ベース：エコマークラベル認知者】
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東京２０ｋｍ、名古屋・大阪２０ｋ
ｍ

    1 37.2 34.9 20.2 12.1 9.3 9.2 3.6 2.5 3.8 3.3 3.3 2.6 2.5 1.9 1.8 1.3 0.7 1.6 1.1 1.3 1.2 0.3 36.6

東京２０～３０ｋｍ、名古屋・大阪
２０～２５ｋｍ
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東京５０～７０ｋｍ、名古屋・大阪
４０～５０ｋｍ

    5 42.6 37.5 24.5 14.4 7.4 8.3 1.9 5.1 5.1 5.6 2.3 4.2 5.1 3.7 1.9 1.4 1.4 2.3 1.4 1.4 2.3 0.5 36.1

その他    6 37.6 36.6 20.8 12.6 10.9 8.8 4.5 4.5 3.7 4.0 3.5 3.7 2.8 2.8 2.5 2.0 2.0 1.7 1.7 1.3 1.1 0.4 33.8
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参考 図 2-65 商圏×エコマーク商品既見率 Ｑ１３　エコマークがついているのを見たことがある製品【ベース：エコマークラベル認知者】
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参考 図 2-66 都市規模×エコマーク商品既見率 
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Ｑ１３－１　購入経験があるエコマークの付いた商品【ベース：エコマーク付商品認知者】
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ＴＯＴＡＬ    0 42.8 39.1 22.5 11.9 9.4 8.5 3.7 3.5 2.9 2.2 2.0 1.8 1.5 1.5 1.1 1.1 0.8 0.7 0.7 0.7 0.6 13.8

東京２０ｋｍ、名古屋・大阪２０ｋ
ｍ

    1 43.4 38.8 22.6 12.3 10.1 7.5 3.4 3.4 2.7 1.1 1.0 1.5 1.0 1.4 0.7 1.0 0.4 0.4 0.7 0.6 0.4 15.6

東京２０～３０ｋｍ、名古屋・大阪
２０～２５ｋｍ

    2 41.6 39.9 20.2 9.5 12.3 9.9 4.9 4.1 3.3 2.9 2.1 2.1 1.6 2.5 2.1 1.2 1.2 1.2 1.6 1.2 1.2 13.6
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２５～３０ｋｍ    3 45.4 40.8 26.1 10.5 8.4 9.7 5.0 4.2 3.4 1.7 0.8 1.7 0.8 0.8 1.3 0.8 1.3 0.0 0.4 1.3 0.4 11.3

東京４０～５０ｋｍ、名古屋・大阪
３０～４０ｋｍ    4 39.3 41.1 24.3 12.1 8.4 11.7 1.4 3.7 2.3 0.9 1.4 1.4 0.9 0.0 0.9 0.5 0.0 0.0 0.5 0.0 0.9 14.0

東京５０～７０ｋｍ、名古屋・大阪
４０～５０ｋｍ

    5 41.6 44.5 25.5 14.6 7.3 6.6 2.2 3.6 2.2 2.2 2.2 0.0 3.6 0.7 0.7 0.0 0.7 0.7 1.5 0.0 0.7 15.3

その他    6 43.0 38.0 21.7 12.0 9.1 8.4 4.0 3.3 2.9 2.9 2.7 2.1 1.8 1.7 1.2 1.4 0.9 1.0 0.6 0.7 0.5 13.2
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参考 図 2-67 商圏×エコマーク商品購入経験率 Ｑ１３－１　購入経験があるエコマークの付いた商品【ベース：エコマーク付商品認知者】
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５０万人以上    2 39.4 44.0 22.9 13.5 10.7 9.5 3.1 2.1 3.1 1.8 3.4 2.4 1.2 2.1 0.3 1.2 0.6 0.3 0.6 0.3 0.3 12.2

３０万人以上    3 43.9 37.5 20.6 13.3 8.9 8.3 3.6 1.9 1.9 2.3 0.6 1.1 1.1 1.3 1.1 1.5 1.1 0.4 0.8 0.2 0.6 15.0
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参考 図 2-68 都市規模×エコマーク商品購入経験率 
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第3章 参考資料 
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